いっと はなく、 パンスケ を やる ようになった。 外で や 

る ぶんに は、 よかった が、 時々、 家へ 男 を ひきこんで 

やる。 

とうとう 病 父が たまり かねて、 ソノ子 を とらえて、 

押し倒して、 お尻 を まくりあげて、 ピ シピシ なぐった _ 

なぐりつ、、 吐血し、 力 絶えて、 即死して しまった。 

ソノ子 は オヤ ジを 悶死 させた 次第であった。 

その セ ツカンの すさまじ さとい う もの は、 それが ィ 

ノチの 終りの 激し さ を 現した のか も 知れない が、 近所 

の 人々 が とびだして 見物に きた 程であった。 呆気に と 

られる 人々 の 眼前で、 彼 は 全力 を だしきって ソノ 子の 



したいと 云って いるが、 そちらの 都合 はどう だね」 

「こちら は、 都合が わるい」 

「ィャ に ハツ キリ 物 を 言う 子 だね。 お前さん は 不都合 

i ヽ I 

力 レ」 

「私 もお 父さんに お尻 をヒッ バタ かれて、 そのせ いで 

お父さんが 寿命 をち > め たからに は、 意地で もパ ンパ 

ンで 一 生 を 通さなければ なりません。 通して みせ ま 

す」 

「これ は、 ちかごろ、 勇ましい こと をき いた もの だ。 

武士 は 額の 傷 を 恥じる。 支那で 面子と いうな。 顔が 立 

つ 立たない と は 昔から きいて いるが、 当世の 女流 はお 



のと セビッ て やつたん じゃありません か。 あの人 ッた 

ら、 お前に 三十 万 もつ ぎこん だんだ から 結婚して おく 

れ、 なんて、 ィャな 言い方 ッ たら、 あり やしない わ」 

「なるほど。 一 々、 もっとも だ。 漬物 屋 へお 嫁に 行つ 

て も、 お前さん たち 家族 は 不幸せになる ば かりだし、 

先方 も 大いに 不幸せになる ことだろう。 万事 拙 僧が 見 

と、 V けたから、 パン パンに 精 を いれて はげむ がよ い」 

和尚 は 立ち 帰って 吾吉に 引導 を わたした。 

「畜生。 あの アマ、 そんな こと をぬ かしたん です か。 

カンべ ン ならね え」 

「ダメ だよ。 血相 かえて みたって、 話が まとまる ヮケ 



そのような 不明 快な もので はない。 すべて は ハツ キリ 

とわり きれてお り、 要するに、 お尻と いう ものが 天下 

を 行雲流水 している だけの ことで ある。 まことに 明快 

と 云わねば ならぬ。 いかなる 祖師 も 一 喝を くらわせる 

隙がない ようであった。 

ソノ子 はま だ 十八。 普通なら、 まだ 女学生に すぎな 

い 発育 途上 の 小娘であった。 その 姿態に はま だ 未成 熟 

な ものが 多く 翳 を 残して おり、 お 乳と お尻が にわかに 

ムッ チリと 精気 を こめて 張リか > やいて いるよう で 

あった。 

あのお 尻が 行雲流水して いやがる か、 と、 和尚 もい 



さ、 か 妬た ましく 感じる。 い、 年 をして、 とても 一喝 

どころ の 段で はない。 和尚の 方が 三十 棒 をく らう 必要 

が あるので ある。 

「当世 は、 久 米の 仙人な ど はショ ツチ ユウ 目玉 を まわ 

してい なきや ならない のさ。 ォレ だから、 ガンバ ッて 

いられる ような もの だ」 

と、 和尚 はわず かに 慰める ので ある。 

と y J ろが 三 四日して 吾吉が 行方 をく らました。 会社 

の 金 を 五十 万円 ひきだして 逃げた ことが わかった ので 

ある。 調べて みると、 それ 以前に も 五十 万 ほど 使い こ 

んで いる ことが 分った。 それ をソノ 子に つぎこん でい 



「へ ェ、 仰 有い ましたね。 悟った ような こと を 言い や 

がんない。 この オタ ンコ ナスめ。 けれども、 和尚さん _ 

私 や、 どうしたら、 い、 でしよう ねえ」 

「当人の 行方が 分らない の だから、 ここで 気 を もんで 

も 仕方がない。 お前さん も 女だてらに ポンポン 云う 

ば ッかリ で 思慮が ないから、 ロクな 子供が 育たない」 

「へえ、 悪う ござんし たね。 蛸坊主め、 気 どって いや 

がら。 だけど、 和尚さん、 八卦 かなん か 立て、 下さい 

な。 あの 野郎の 襟クビ ふん づか まえて、 蹴ッ ぼら かし 

て くれる から」 

漬物 屋の ォカミ サン は、 蹴ッ ぼら かすな どと いう 異 



これ はた y の 偶然で、 なんでもない ことじ やあります 

まレ 力」 

「この ホトケ はクビ をく、 つて 自殺した のです が、 死 

ぬ 前に、 歯に アブ リダ シで字 を 書いて おいたら、 骨に 

なつてから、 こうなる のと 違います か」 

「さ ァ、 どうでしょう。 歯に アブリ ダシを 書いた 話 は 

きいた ことがあ りません が、 口の 中 は 濡れて いるの が 

普通です から、 アブリ ダシを 書いても 流れて 消えて 失 

くな り はしません か。 これ は 何 かの 偶然でしょう。 私 

は 骨に なった 歯な ど 見た ことがない のです が、 シ サイ 

に 見たら、 こんなの は 例が 多い のか も 知れません な」 



様 はゥソ をつ いて ござる。 男が 悟り を ひらく なんて、 

考えられる ことだろう かと。 

亡魂 この 地に と、 V まり、 前歯に 恨みの 三十 万円 を 書 

きしる して、 夜ごとに 骨 壺をゴ ソゴ ソ 騒がせる と いう 

吾吉 は、 男の 中の 男 勇士 かも 知れない。 明鏡止水と は 

いかない が、 ウス バカ にして は 出来が よい。 和尚 は 骨 

壷に、 はじめて 親愛の 念 をいだ いたので ある。 けれど 

も ドブロ ク造リ が 忙しい ので、 お経 は よんで やらな 

かった。 



が 接吻す る 時の ように、 巧みに 顔 を ひいて、 男に は 悟 

ら せずに クビの 位置 をひッ こめた。 そして 男の 顔へ、 

上から 唇 を 押し あてた。 

一番 列車が やって きたの は、 その 時 だ。 ソノ子 は 唇 

を はなして、 自分 も 線路 を 枕に する フリ をして 身 を 倒 

したが、 彼女の 頭 は 線路 を ハミで ゝ、 た > 桃割れが 乗 ッ 

か つていた y けであった。 

「裏の 線路に 自殺が あつたから、 ひとつ、 回向して やつ 



ズロ — スを ひきはいだ。 まッ しろな お尻が 現れた。 

「これ だ。 これ だ。 この ャッ だ」 

和尚 は 気違いの ようだった。 お尻 をき リ もな くヒッ 

バタいて いるので ある。 巡査が 和尚 を 遠ざける のに 一 

苦労した ので ある。 

和尚の 行動 は、 人々 に は、 疑惑 を まねかずに すんだ _ 

ソノ 子の 死んだ 父親が 果 すべき セ ツカン を、 和尚が 

代って やった、 V けの こと だと 思われた からで ある。 

和尚 は 然し、 一 つの 闘争で もあった のだろう。 その 

くせ、 和尚 は それによ つて 一向に 救われなかった。 

結論と して 云えば、 吾吉の 亡魂が かねての 宿願 を果 



して ソノ子 を 坊主頭に したと いう 一 つの 成就が ある だ 

けであった。 

髪の毛 は 一 年 もた てば 生える もの だ。 ソノ子 は 全然 

こまらなかった。 そして、 もう、 これから 先 は 心中な 

どせ ずに、 ウス ノロ を 徹底的に しぼ ッて 苦しめて やろ 

うと 決心した、 V けの ことで あ つ た。 
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